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このドキュメントの使用法

■ 概要 – ネットワーク計画についての情報を提供し、Oracle Solaris オペレーティング
システム (OS) のネットワーク構成を管理するためのネットワーク機能を使用する
方法について説明します。

■ 対象読者 – システム管理者。
■ 前提知識 – ネットワーク管理の概念と実践に関する基本的な理解。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=E62101-01 で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお聞かせください。
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Oracle Solaris ネットワーク管理のサマリー

この章では、Oracle Solaris リリースでのネットワーク管理のサマリーを提供し、サ
ポートされるネットワーク仮想化機能についての具体的な情報も含まれています。

システムの基本的なネットワーク構成やネットワーク仮想化の使用例などのネット
ワーク構成シナリオの例については、第2章「ネットワーク構成シナリオ」を参照して
ください。

一般的に使用されるネットワークコマンドへのショートカットについては、『Oracle
Solaris 11.3 ネットワーク管理チートシート』を参照してください。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 9 ページの「Oracle Solaris におけるネットワーク管理の重要事項」
■ 14 ページの「Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタック内のネットワーク

管理」
■ 16 ページの「機能領域別ネットワーク管理」
■ 20 ページの「Oracle Solaris でのネットワーク仮想化のサマリー」
■ 25 ページの「Oracle Solaris でのネットワークリソースの管理用機能」
■ 26 ページの「Oracle Solaris でのネットワークセキュリティーの管理用機能」

Oracle Solaris におけるネットワーク管理の重要事項

情報の通信、共有、保管、および処理を行う際、ユーザーはさまざまなネットワー
クテクノロジーに依存しています。ネットワーク管理の主な目標の 1 つは、Oracle
Solaris リリースが動作するシステム上で、信頼性が高く、セキュアで効率的なデータ
通信を確立し、維持することです。10 ページの「Oracle Solaris の基本的なネット
ワーク構成」を参照してください。
システムをネットワークに接続するために必要な基本的構成のほかに、Oracle Solaris
は、次の機能領域へのサポートを提供する機能を含む、高度なネットワークテクノロ
ジーもサポートしています。

■ 高可用性
■ ネットワークセキュリティー
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■ ネットワークストレージ
■ ネットワーク仮想化
■ 可観測性、モニタリング、およびデバッグ
■ パフォーマンスおよび効率性
■ リソース管理

これらのほとんどの機能は、ネットワーク構成のさまざまな側面を管理するための
モジュール化および階層化アプローチを使用することで、最新のネットワーク環境
の複雑性に対処するよう設計されています。詳細は、11 ページの「Oracle Solaris
ネットワーク管理の重要な機能」および16 ページの「機能領域別ネットワーク管
理」を参照してください。

Oracle Solaris の基本的なネットワーク構成

システムの基本的なネットワーク構成は、ハードウェアを組み立て、次にネットワー
クプロトコルスタックを実装するデーモン、ファイル、およびサービスを構成すると
いう 2 段階で進めます。ネットワークプロトコルスタック内でさまざまなネットワー
クコンポーネントを構成する方法についての詳細は、14 ページの「Oracle Solaris
ネットワークプロトコルスタック内のネットワーク管理」を参照してください。

このセクションに記載されている情報の例については、29 ページの「基本的な
ネットワーク構成シナリオ」を参照してください。
基本的なネットワーク構成プロセスは、通常は次のタスクを伴います。

■ 最初にシステム上の物理データリンクをカスタマイズします。各データリンクは、
開放型相互接続 (OSI) モデルの第 2 レイヤー (L2) のリンクオブジェクトを表しま
す。このリリースでは、net0、net1、netN という命名規則を使用することで、
総称名がデータリンクに自動的に割り当てられます。各データリンクに割り当て
られる名前は、システム上にあるネットワークデバイスの総数によります。詳細
は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理』 の 第 2
章, 「Oracle Solaris でのデータリンク構成の管理」を参照してください。

■ システム上のデータリンクをカスタマイズしたあと、各データリンク上の IP イ
ンタフェースと IP アドレスを構成します。この構成は、OSI モデルのネットワー
クレイヤー (L3) で行われます。インターネット上のパブリックネットワークと通
信できるように、一意の IP アドレスを取得します。『Oracle Solaris 11.3 でのネッ
トワークコンポーネントの構成と管理』 の 第 3 章, 「Oracle Solaris での IP インタ
フェースとアドレスの構成および管理」を参照してください。
Oracle Solaris は、IPv4 と IPv6 の両方の構成をサポートしています。純粋な IPv4 の
みのネットワークか、IPv6 のみのネットワークか、または 2 つのタイプの IP アド
レスを組み合わせて使用するネットワークのいずれをデプロイするかを選択できま
す。IPv4 または IPv6 ネットワークをデプロイするには、高度な計画が必要です。
系統的かつコスト効果の高い方法で物理ネットワークをデプロイすることの詳細

10 Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク管理の計画 • 2016 年 11 月

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWCFGgfrtp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWCFGgfrtp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWCFGipconfig-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWCFGipconfig-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWCFGipconfig-123


Oracle Solaris におけるネットワーク管理の重要事項

については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク配備の計画』を参照してくださ
い。

■ ネームサービスおよびほかのシステム全体のネットワーク設定は、どのコンピュー
タネットワークにも欠かせないものです。これらのサービスは、ホスト名とアドレ
ス、ユーザー名、パスワード、アクセス権などの格納されている情報の検索を実行
します。この情報はユーザーに使用可能になるため、ユーザーは各自のシステムに
ログインし、リソースにアクセスして、アクセス許可を取得できます。ネームサー
ビス情報は、ネットワーク管理を容易にするために、ファイル、マップ、および
データベースファイルの形式で集中管理されます。このリリースでは、ネームサー
ビスはサービス管理機能 (SMF) を介して管理されます。Oracle Solaris クライアン
トでのシステム全体のネットワーク設定の構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
ネットワークコンポーネントの構成と管理』 の 第 4 章, 「Oracle Solaris クライアン
トでのネームサービスとディレクトリサービスの管理」を参照してください。

■ ネットワーク管理には、ルーターや IP トンネルなどのネットワーク内での特定の
機能を実行するシステムの構成を伴う場合もあります。詳細は、『ルーターまたは
ロードバランサとしての Oracle Solaris 11.3 システムの構成』および『Oracle Solaris
11.3 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの管理』を参照してく
ださい。

ネットワーク上でクライアントシステムを構成するタスクを開始する前に、『Oracle
Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成と管理』 の 「ネットワーク上の
クライアントシステムの構成に必要な情報」を参照してください。

Oracle Solaris ネットワーク管理の重要な機能

Oracle Solaris では、さまざまな目的で使用できるいくつかのネットワーク機能がサ
ポートされています。このリリースでサポートされている一部の重要な機能を次に示
します。この一覧は完全なものではありません。

■ アグリゲーション – システムがネットワークへの連続的なアクセスを持つことを
保証するために使用される L2 エンティティーです。リンクアグリゲーションは、
管理する複数のデータリンクリソースを 1 つのユニットとしてプールすることで、
ネットワーク接続の可用性および信頼性を高めます。『Oracle Solaris 11.3 でのネッ
トワークデータリンクの管理』 の 第 2 章, 「リンクアグリゲーションを使用した高
可用性の構成」を参照してください。
次のタイプのアグリゲーションがサポートされています。
■ データリンクマルチパス (DLMP) – 複数スイッチをサポートし、そのデータリ

ンクへの連続的な接続を提供するリンクアグリゲーションのタイプです。ス
イッチに障害が発生した場合、アグリゲーションはほかのスイッチを使用し
て、そのデータリンクへの接続を引き続き提供します。このタイプのリンクア
グリゲーションはスイッチ構成を必要としません。DLMP アグリゲーションを
使用することで、トランクアグリゲーションを使用する際のいくつかの欠点が
解決できる場合があります。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデータリン
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Oracle Solaris におけるネットワーク管理の重要事項

クの管理』 の 「データリンクマルチパスアグリゲーション」を参照してくださ
い。

■ トランクアグリゲーション – IEEE 802.3ad 標準に基づくリンクアグリゲーショ
ンモードで、複数のトラフィックフローを集約されたポートのセット全体に
分散させる機能を持ちます。IEEE 802.3ad では、複数のスイッチで機能する
ためのスイッチ構成とスイッチベンダー独自の拡張機能が必要です。『Oracle
Solaris 11.3 でのネットワークデータリンクの管理』 の 「トランクアグリゲー
ション」を参照してください。

■ ブリッジング – あるネットワーク上の複数のデータリンクを単一ネットワークに
接続する L2 テクノロジーです。ブリッジングについては、Oracle Solaris では STP
(Spanning Tree Protocol) および TRILL (TRansparent Interconnection of Lots of Links) プ
ロトコルがサポートされています。『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデータリ
ンクの管理』 の 第 5 章, 「ブリッジング機能の管理」を参照してください。

■ EVB (Edge Virtual Bridging) – ホストが仮想リンク情報を外部スイッチと交換でき
るようにする L2 テクノロジーです。EVB は、スイッチに対するトラフィックサー
ビスレベル契約 (SLA) の適用をオフロードします。『Oracle Solaris 11.3 での仮想
ネットワークとネットワークリソースの管理』 の 第 4 章, 「エッジ仮想ブリッジン
グを使用したサーバーネットワークエッジの仮想化の管理」を参照してください。

■ DCB (Data Center Bridging) – ネットワークプロトコルとストレージプロトコルと
の間でデータリンクを共有するなどの場合に、同じネットワークリンクを共有す
る複数のトラフィックタイプの帯域幅、相対優先度、およびフローコントロールを
管理するために使用される L2 テクノロジーです。『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークデータリンクの管理』 の 第 7 章, 「データセンターブリッジングを使用した
集中ネットワークの管理」を参照してください。

■ EVS (Elastic Virtual Switch) – 複数ホストにわたって仮想スイッチを管理できるよ
うにネットワーク仮想化機能を拡張する L2 テクノロジーです。Oracle Solaris EVS
機能により、マルチテナントのクラウド環境または大規模な配備内で複数ホスト
にまたがる仮想ネットワークを配備できます。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネット
ワークとネットワークリソースの管理』 の 第 6 章, 「エラスティック仮想スイッチ
の管理」を参照してください。

■ Etherstub – Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタックのデータリンクレイ
ヤー (L2) に構成される擬似 Ethernet NIC です。システム上のほかの仮想ネット
ワークや外部ネットワークから切り離されたプライベート仮想ネットワークを構築
する目的で、物理リンクでなく Etherstub 上に仮想インタフェースカード (VNIC) を
作成できます。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソース
の管理』 の 「VNIC と etherstub を構成する方法」を参照してください。

■ フロー – 共通属性によって識別されるパケットのサブセットです。これらの属性
は、IP アドレス、プロトコルタイプ、およびトランスポートポート番号などのパ
ケットのヘッダー情報で構成されます。フローを個別に監視したり、帯域幅制御
や優先度などの固有の SLA をフローに割り当てたりすることができます。Oracle
Solaris ネットワークのプロトコルスタックの L2、L3、および L4 レイヤーでフ
ローを管理します。詳細は、25 ページの「Oracle Solaris でのネットワークリ
ソースの管理用機能」を参照してください。
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Oracle Solaris におけるネットワーク管理の重要事項

■ 統合ロードバランサ (ILB) – システムがネットワーク処理の負荷を使用可能なリ
ソースに分散できるようにする、L3 および L4 テクノロジーです。ILB を使用する
と、信頼性とスケーラビリティーを向上させ、ネットワークサービスの応答時間
を最小限に抑えることができます。負荷分散は、複数のシステムを使用して、複数
のシステムで負荷を分散することでネットワークの高い需要に対応します。Oracle
Solaris の ILB のサポートには、IPv4 および IPv6 用のステートレス DSR (Direct
Server Return) およびネットワークアドレス変換 (NAT) 動作モードのほかに、ヘル
スチェックを使用したサーバーモニタリング機能などがあります。『ルーターま
たはロードバランサとしての Oracle Solaris 11.3 システムの構成』 の 「ILB の機
能」を参照してください。

■ IP ネットワークマルチパス (IPMP) – システムがネットワークに連続的なアクセ
スを持つことを保証する L3 テクノロジーです。IPMP を使用すると、複数の IP イ
ンタフェースを 1 つの IPMP グループに構成できます。IPMP グループは、ネット
ワークトラフィックを送受信するデータアドレス付きの IP インタフェースのよう
に機能します。グループ内のベースとなるインタフェースの 1 つが故障すると、グ
ループ内のベースとなる残りのアクティブなインタフェースの間でデータアドレス
が再分配されます。
IPMP モデルと管理インタフェースは Oracle Solaris 11 で一部の変更が行われまし
た。新しいモデルを理解するには、『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワー
ク、IPMP、および IP トンネルの管理』 の 「IPMP の新機能」を参照してくださ
い。
リンクアグリゲーションは、ネットワークのパフォーマンスと可用性を向上させる
ために IPMP と同様の機能を実行しますが、データリンクレイヤー (L2) を使用し
ます。仮想化環境で高可用性のために機能を組み合わせる場合、アグリゲーション
が推奨されます。比較分析については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデー
タリンクの管理』 の 付録 A, 「リンクアグリゲーションと IPMP: 機能比較,」を参
照してください。

■ IP トンネル – 2 つのドメインのプロトコルが中継ネットワークによってサポートさ
れていない場合に、ドメイン間でデータパケットを転送するための手段を提供する
L3 テクノロジーです。『Oracle Solaris 11.3 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、お
よび IP トンネルの管理』 の 第 4 章, 「IP トンネルの管理について」を参照してく
ださい。

■ リンクレイヤー検出プロトコル (LLDP) – 構成情報および管理情報を相互に交換
するために、ローカルエリアネットワーク (LAN) 内でシステムによって使用され
る L2 テクノロジーです。LLDP を使用すると、システムは、接続や管理の情報を
ネットワーク上のほかのシステムに通知できます。『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークデータリンクの管理』 の 第 6 章, 「リンク層検出プロトコルによるネット
ワーク接続情報の交換」を参照してください。

■ 仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) – 物理ネットワーク環境の追加を必要と
せずに LAN をサブネットワークに分割することができる L2 テクノロジーです。
VLAN は、ネットワークプロトコルスタックのデータリンクレイヤーでの LAN の
下位区分です。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデータリンクの管
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Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタック内のネットワーク管理

理』 の 第 3 章, 「仮想ローカルエリアネットワークを使用した仮想ネットワークの
構成」を参照してください。

■ VXLAN (Virtual eXtensible area network) – データリンク (L2) ネットワークを IP
(L3) ネットワーク上にオーバーレイすることによって機能する L2 および L3 テク
ノロジーです。VXLAN は、VLAN を使用する場合に課される 4K 制限に対処しま
す。通常、VXLAN は複数の仮想ネットワークを分離するためにクラウドインフ
ラストラクチャーで使用されます。EVS 機能を使用すると VXLAN を管理できま
す。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの
管理』 の 第 3 章, 「仮想拡張ローカルエリアネットワークを使用することによる仮
想ネットワークの構成」を参照してください。

■ 仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC) – 構成されるとあたかも物理 NIC
のように動作する L2 エンティティーまたは仮想ネットワークデバイスです。ベー
スとなるデータリンク上に VNIC を構成して、複数の Oracle Solaris ゾーンまたは
VM 間で共有します。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリ
ソースの管理』 の 「仮想ネットワークのコンポーネントの構成」を参照してくだ
さい。
このリリースでは、シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) をサポートするネット
ワークデバイスも管理できます。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワー
クとネットワークリソースの管理』 の 「VNIC でのシングルルート I/O 仮想化の
使用」を参照してください。

■ 仮想ルーター冗長プロトコル (VRRP) – ルーターやロードバランサなどに使用され
る、IP アドレスの高可用性を提供する L3 テクノロジーです。Oracle Solaris は、L2
および L3 の両方の VRRP をサポートします。L3 VRRP では、VRRP ルーター用
の固有の VRRP 仮想 MAC アドレスを構成する必要がなくなったため、VRRP over
IPMP、InfiniBand インタフェース、およびゾーンのサポート能力が高まります。詳
細は、『ルーターまたはロードバランサとしての Oracle Solaris 11.3 システムの構
成』 の 第 3 章, 「仮想ルーター冗長プロトコルの使用」を参照してください。

■ 仮想スイッチ – 物理ネットワークスイッチの機能をシミュレートした L2 テクノロ
ジーです。仮想スイッチは、ベースとなるデータリンクの最上位に VNIC を作成す
るたびに、暗黙的に作成されます。仮想スイッチにより、仮想マシンやゾーンがパ
ケットを転送する手段が提供されます。EVS 機能を使用すると仮想スイッチを管
理できます。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリ
ソースの管理』 の 「ネットワーク仮想化コンポーネント」を参照してください。

Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタック内のネット
ワーク管理

次の図は、Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタックのレイヤー、および物理イ
ンタフェースと仮想インタフェースの両方がスタック内のどこで管理されるのかを
示しています。この情報は、ユーザーのサイトでデプロイするネットワーク計画を
作成する場合に役立ちます。特定の機能がネットワークプロトコルスタックのどの
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Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタック内のネットワーク管理

レイヤーで構成されているのかを知っていれば、ネットワーク構成の問題をトラブル
シューティングしたり、ネットワーク接続の問題を検出したり、パケット消失などの
パフォーマンスの問題を診断したりする場合にも便利です。

表1 は、それぞれの機能が Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタック内のどこ
で管理されるかについての追加情報を示します。ネットワークプロトコルスタッ
クの各レイヤーでネットワーク構成を管理することについての詳細や、スタックの
各レイヤーでネットワークトラフィック使用状況を監視する方法を示す例について
は、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク管理のトラブルシューティング』 の 第 2
章, 「可観測性ツールを使用したネットワークトラフィック使用状況のモニタリン
グ」を参照してください。

図   1 ネットワークプロトコルスタック内での物理および仮想ネットワーク管理
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機能領域別ネットワーク管理

次の表は、Oracle Solaris ネットワークプロトコルスタックのどのレイヤーで各ネット
ワーク機能が管理されているかをさらに詳しく示しています。一部の機能はスタック
の複数のレイヤーで管理されていることに注意してください。

注記 - このドキュメントで説明する、各種ネットワーク管理機能に関連するネット
ワークプロトコルスタックのレイヤーのみが示されています。

表 1 ネットワークプロトコルスタックレイヤー別のネットワーク機能

ネットワークプロトコル
スタックレイヤー

機能またはテクノロジー

トランスポート (L4) ■ ファイアウォール
■ フロー
■ プラガブル輻輳制御
■ ソケットフィルタリング

プロトコルまたはネッ
トワーク (L3)

■ DHCP
■ フロー
■ IP インタフェースおよび IP アドレス
■ IP トンネル
■ IPMP
■ ILB
■ ルーティング
■ VNI
■ VRRP
■ VXLAN

データリンク (L2) ■ アグリゲーション (DLMP およびトランキング)
■ EVB
■ フロー
■ LLDP
■ 物理データリンク
■ ネットワーク仮想化機能:

■ DCB
■ Etherstub
■ EVS
■ 仮想スイッチ
■ VLAN
■ VNIC
■ VXLAN

機能領域別ネットワーク管理

Oracle Solaris ネットワーク管理機能は、高可用性、ネットワーク仮想化、パフォーマ
ンス、リソース管理、セキュリティー、およびストレージといった機能領域でサポー
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機能領域別ネットワーク管理

トを提供することによって、特定のネットワークニーズを満たすように設計されてい
ます。特定の機能がサポートする機能領域を知っておくと、ユーザーのサイトで実装
するネットワーク計画を評価する場合に役立ちます。

次の表は、Oracle Solaris でサポートされているさまざまなネットワーク管理機能を機
能領域別に示しています。機能を管理するために使用される管理インタフェースと、
その機能がネットワークプロトコルスタックのどのレイヤーで管理されているかに関
する情報も提供されています。

表 2 機能領域別のネットワーク機能

機能 機能領域 管理インタフェース ネットワークプロトコルス
タックレイヤー

アグリゲーション (DLMP およ
びトランキング)

高可用性 dladm (create-aggr、delete-
aggr、modify-aggr、add-
aggr、remove-aggr)

L2

ブリッジングプロトコル:

■ STP
■ TRILL

高可用性、ネットワー
ク仮想化

dladm (create-
bridge、delete-
bridge、modify-
bridge、add-
bridge、remove-
bridge、show-bridge)

L2

DCB ネットワークストレー
ジ、パフォーマンス

lldpadm、dladm L2

Etherstub ネットワーク仮想化 dladm (create-
etherstub、delete-
etherstub、show-etherstub)

L2

EVB ネットワーク仮想化 dladm L2

EVS ネットワーク仮想化 evsadm、evsstat、dladm L2、L3

ファイアウォール セキュリティー ipf および ipnat によるパケッ
トフィルタリング

L3、L4

フロー 可観測性、リソース管
理、セキュリティー

flowadm、flowstat L2、L3、L4

ILB パフォーマンス ilbadm (create-
servergroup、add-
server、delete-
servergroup、enable-
server、disable-
server、show-server、show-
servergroup、remove-
server)

L3

IPMP 高可用性 ipadm (create-ipmp
interface、delete-ipmp
interface、add-ipmp
interface、remove-ipmp
interface

L3

IP トンネル IP 接続 dladm (create-
iptun、modify-
iptun、delete-iptun、show-

L2、L3
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機能領域別ネットワーク管理

機能 機能領域 管理インタフェース ネットワークプロトコルス
タックレイヤー

iptun)、ipadm (トンネル上で
IP アドレスを作成する)

LLDP 可観測性、ネットワー
クストレージ、ネット
ワーク仮想化

lldpadm L2

プラガブル輻輳制御 パフォーマンス ipadm set-prop property L4

ルーティング IP 接続 route (route -p
display、netstat)、
routeadm

L3

ソケットフィルタリング セキュリティー soconfig (-F) L4

VLAN ネットワーク仮想化 dladm (create-vlan、modify-
vlan、delete-vlan、show-
vlan)

L2

VNI IP 接続 ipadm (create-vni、delete-
vni)

L3

VNIC ネットワーク仮想化 dladm (create-vnic、modify-
vnic delete-vnic、show-
vnic)

L2

VRRP 高可用性 dladm、vrrpadm L3

VXLAN ネットワーク仮想化 dladm (create-vxlan、show-
vxlan、delete-vxlan)

L2、L3

多くの場合、ネットワーク機能を組み合わせて使用することによって、最適な結果を
得ることができます。たとえば次の図は、高可用性のために複数のネットワーク機能
を組み合わせる方法を示します。
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機能領域別ネットワーク管理

図   2 アグリゲーションと VNIC の使用の組み合わせ

この図では、複数の物理データリンク (net0、net2、および net3) が単一のリンク
アグリゲーション (aggr0) に組み合わされています。アグリゲーションデータリンク
は、大域ゾーン内の IP から、aggr0 および aggr0 の IP インタフェースと IP アドレス
を使用して直接構成されます。別の例については、33 ページの「高可用性のため
のアグリゲーションと VNIC の組み合わせ」を参照してください。

アグリゲーションデータリンクを VNIC のベースとなるリンクとして使用することに
よって、アグリゲーションデータリンクを仮想化することもできます。この図では、2
つの VNIC が構成され、2 つの非大域ゾーンに割り当てられています。この特定の構
成では、ベースとなる物理 NIC に発生した障害が、リンクアグリゲーションレイヤー
によって自動的に処理され、ゾーンに対して透過的であるため、VNIC の可用性が高
まります。
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Oracle Solaris でのネットワーク仮想化のサマリー

Oracle Solaris でのネットワーク仮想化のサマリー
IT 業界では、サーバー仮想化が主流になるにつれて、ネットワーク仮想化を使用し
て、複数の仮想マシン (VM) あるいはゾーンをまたぐネットワークトラフィックの共
有をサポートするというデプロイメントモデルが注目を集めつつあります。ワーク
ロードのデプロイを仮想化に依存するクラウドアーキテクチャーの採用増加に伴い、
ネットワーク仮想化は、Oracle Solaris のネットワーク管理の全体計画で一層重要な役
割を演じています。

仮想環境には、高度な可用性、隔離、パフォーマンス、および分離が必要です。
Oracle Solaris には、これらの要件を満たす複数の機能が用意されています。さらに、
Oracle Solaris ネットワーク仮想化機能は、ほかの Oracle Solaris 機能 (サブシステム) と
緊密に統合されています。たとえば、ゾーン環境を構成する場合、ゾーンがブートす
るときに自動的に構成される VNIC (anets) を作成できます。Oracle Solaris ゾーンの操
作については、『Oracle Solaris 11 仮想環境の紹介』を参照してください。

ネットワーク仮想化は、Oracle Solaris リソース管理機能とも緊密に統合されており、
この機能はゾーン環境での CPU 数を制限するために使用されます。Oracle Solaris での
ネットワーク仮想化およびリソース管理についての詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での
仮想ネットワークとネットワークリソースの管理』を参照してください。

Oracle VM Server for x86、Oracle VM Server for SPARC (以前は Sun Logical Domains あ
るいは LDoms と呼ばれていました)、Oracle VM Manager などの Oracle VM について
は、http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-sparc-194287.
html のドキュメントを参照してください。

また、Oracle ではネットワーク仮想化の一部の側面 (たとえば、仮想データセンター
の内部に仮想プライベートネットワークを作成する機能) を管理するための Oracle
Enterprise Manager Ops Center も提供しています。Oracle Enterprise Manager Ops Center
の詳細は、http://docs.oracle.com/en/ にある Oracle Help Center を参照してくだ
さい。

詳細および例については、第2章「ネットワーク構成シナリオ」で説明されているシナ
リオを参照してください。

ネットワーク仮想化の基本要素
Oracle Solaris のネットワーク仮想化には、次に示す重要な基本要素が含まれていま
す。

■ VNIC
1 つの物理 NIC やリンクアグリゲーションなどのデータリンクを複数の VM ある
いはゾーンで共有する必要がある場合、データリンクを仮想 NIC あるいは VNIC
に切り分けることができます。これらの VNIC は、ほかの NIC としてシステムに
表示され、物理 NIC とまったく同様に管理されます。各 VNIC には、VLAN ID な
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どの追加属性を使用して構成できる独自の MAC アドレスがあるため、VNIC を既
存のネットワークインフラストラクチャーと容易に統合できます。可用性を高め
るために、リンクアグリゲーションの上に VNIC を作成し、個別の帯域幅制限を割
り当てることで、割り当てられた量の帯域幅のみ VNIC で使用可能にすることもで
きます。VNIC には、構成可能な多くの機能があります。詳細は、『Oracle Solaris
11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの管理』 の 「仮想ネットワー
クの構築」を参照してください。

■ 仮想スイッチ
Oracle Solaris 仮想ネットワークスタックには、物理ネットワークスイッチの機能を
シミュレートした仮想スイッチ機能が組み込まれています。単一のマシン内で仮想
スイッチを使用して、ゾーンおよび VM が相互に通信できるようにすることがで
きます。同じデータリンク上に複数の VNIC が作成されると、仮想スイッチが自動
的にインスタンス化されます。物理 NIC やアグリゲーション上に VNIC を作成で
きるほか、Etherstub 上に仮想スイッチを作成することもできます。この機能によ
り、物理ハードウェアから独立した、完全に仮想化されたネットワークを作成でき
ます。詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソース
の管理』 の 「仮想ネットワークのコンポーネントの構成」を参照してください。

■ Oracle Solaris の Elastic Virtual Switch (EVS) 機能
EVS 機能は、仮想スイッチを直接管理可能にすることで、ネットワーク仮想化機
能を拡張する L2 テクノロジーです。EVS スイッチを作成して、マルチテナント
のクラウド環境または大規模な配備内で複数ホストにまたがる複数の仮想ネット
ワークを配備できます。また EVS スイッチに、仮想ポート、IP サブネット、およ
びサービスレベル契約 (SLA) をオプションで構成できます。さらに、Oracle Solaris
VNIC を EVS スイッチまたは仮想ポートに接続できます。このような VNIC は、
ネットワーク構成を EVS から自動的に継承します。この機能を使用すると、ネッ
トワーク構成をゾーンまたは VM 構成から明確に分離できます。
EVS スイッチは、中央のコントローラを使用して管理および監視できます。EVS
は、必要に応じてさまざまなホストに自動的にデプロイされます。したがって、
これらのスイッチを表現する場合に Elastic (柔軟な) という用語が使用されます。
EVS アーキテクチャーは、VXLAN 機能などのほかのネットワーク仮想化機能と緊
密に統合されています。『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワーク
リソースの管理』 の 第 3 章, 「仮想拡張ローカルエリアネットワークを使用するこ
とによる仮想ネットワークの構成」を参照してください。これらの 2 つの機能を一
緒に使用して、多数の仮想ネットワークを作成できます。また、EVS スイッチは
トランスポートに依存しないため、EVS スイッチを従来の VLAN などのほかのタ
イプのネットワークファブリックと一緒に使用できます。
EVS スイッチはゾーン環境でもサポートされます。anet VNIC リソースは、
適切な zonecfg プロパティーを使用して EVS スイッチと接続できます。詳細
は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』および zonecfg(1M) のマニュアルペー
ジを参照してください。
EVS 機能の詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリ
ソースの管理』 の 第 6 章, 「エラスティック仮想スイッチの管理」を参照してくだ
さい。
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EVS 機能には、新しい管理コマンドが導入されています。詳細は、evsadm(1M) お
よび evsstat(1M) のマニュアルページを参照してください。dladm(1M) のマニュ
アルページも参照してください。

ネットワーク仮想化計画

Oracle Solaris ネットワーク仮想化機能を次の目的でデプロイできます。

■ ワークロードの統合
大規模な配備では、複数ワークロードを単一システム上に統合することが一般的
なやり方です。このタイプのワークロードの統合は、通常の場合、複数の VM ま
たはゾーン上で仮想化を使用するか、両方の方法を組み合わせて使用することで実
現されます。これらのエンティティーに対してネットワークアクセスを提供するた
めに、Oracle Solaris ネットワーク仮想化機能には、システム上にある物理 NIC を
複数の VNIC に仮想化するための方法が提供されています。物理 NIC を仮想化す
ることで、VM またはゾーンごとに別々の物理 NIC を使用する必要がなくなりま
す。VM またはゾーンが物理 NIC を共有します。ほかの仮想化されたリソースの
場合と同様に、各仮想マシンで使用可能なネットワークリソースの量を制御する
ことが重要です。このタスクを実行するために、個々の VNIC で帯域幅制限を構成
できます。VNIC をリソース制御とともに使用すると、複数の仮想ネットワークス
タックでのリソースの使用状況を改善できます。

■ プライベート仮想ネットワーク
次の目的でプライベート仮想ネットワークを構築するために、ネットワーク仮想化
機能を使用することもできます。
■ セキュリティー – 仮想ファイアウォールの背後にプライベート仮想ネットワー

クを作成すると、物理ネットワークから仮想マシンを効果的に隔離したり、仮
想ネットワークから物理ネットワークを効果的に隔離したりできます。

■ テストおよびシミュレーション – プライベート仮想ネットワークをボックス内
で作成することで、新機能やネットワーク構成を実際に実装する前に、所定
のネットワーク負荷をかけてさまざまな機能をテストしたり、機能の動作をシ
ミュレートしたりします。

■ ネットワーク統合 – 複数のホスト、ネットワーク機能、およびルーター、ファ
イアウォール、ロードバランサなどのさまざまなネットワークデバイスを 1 つ
のボックス内に統合します。

■ クラウドネットワーク
クラウドアーキテクチャーは、ユーティリティーコンピューティングモデルを使
用してワークロードをデプロイするネットワーク管理手法です。この管理モデルで
は、複数のテナントが同じクラウドを共有するため、互いに隔離する必要がありま
す。クラウドアーキテクチャーはきわめて動的です。
Oracle Solaris には、このタイプの環境に理想的ないくつかのネットワーク仮想化機
能が用意されています。たとえば EVS 機能を使用して、複数のホストにまたがる
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仮想ネットワークトポロジーを構築し、制御および監視用の単一点を提供できま
す。
EVS を使用すると、クラウド管理者はテナントごとの仮想ネットワークを簡単に
プロビジョニング、制御、および監視できます。このタイプの構成には、最新のク
ラウド環境でもっとも要求の厳しい機敏性およびセキュリティーに関する要件を満
たす機能が含まれています。このタイプのシナリオを設定する方法についての詳細
は、35 ページの「EVS 仮想テナントネットワークの設定」を参照してくださ
い。
背景情報は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの
管理』 の 第 5 章, 「エラスティック仮想スイッチについて」を参照してください。

クラウド環境用の高可用性仮想ネットワークスタック
の作成

次の図には、リンクアグリゲーション、VNIC、VXLAN、EVS スイッチなどの複数の
ネットワーク仮想化機能を組み合わせて、高可用性を持つクラウド環境用の統合仮想
ネットワークスタックを提供する方法が示されています。

この図では、ネットワークプロトコルスタックのデータリンクレイヤーとネットワー
クレイヤーが 2 回ずつ表示されています。IP パケット内でカプセル化された仮想ネッ
トワークセグメントを提供する VXLAN を使用すると、このように階層化されます。
したがって、結果として生成されるネットワークスタックにデータリンクレイヤー
とネットワークレイヤーが 2 回ずつ表示されます。1 回目は物理レイヤーでのパケッ
ト処理を示すため、2 回目はスタックのこれらのレイヤー内でカプセル化された仮想
ネットワークトラフィックを示すために表示されます。

図の下位レベル (ハードウェアレイヤーの真上) に表示されているデータリンクレイ
ヤーは、高可用性を実現するために集約された 3 つの物理 NIC を介して、ホストを
物理ネットワークに接続する際に使用されます。結果として生成されるアグリゲー
ションはネットワークレイヤーで構成され、IP アドレス (aggr0/v4) が割り当てられ
ます。その後、仮想ネットワークセグメントを形成する VXLAN パケットをカプセル
化する際にも、同じ IP アドレスが使用されます。Oracle Solaris では、VXLAN はデー
タリンクを介して構成され、その後、VNIC を介して使用されます。図の最上部に表
示されているデータリンクレイヤーとネットワークレイヤーで示すように、その後、
これらの VNIC にはゾーン内の IP アドレスが構成されます。
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図   3 VXLAN、VNIC、および EVS スイッチを使用したアグリゲーションの組み合わ
せ

図は、次の構成を表しています。
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Oracle Solaris でのネットワークリソースの管理用機能

1. ハードウェアレイヤーから始まり、複数の物理 NIC (net0、net2、および net3) が
集約されて、aggr0 と呼ばれる高可用性を持つリンクアグリゲーションが形成さ
れます。

2. アグリゲーションは、次に IP アドレス aggr0/v4 (192.168.223.10) を使用して構
成されます。

3. EVS 仮想スイッチ tenant/hr は、IP インタフェース aggr0 上に作成されていま
す。この図では、VXLAN を使用するように EVS が構成されています。
新しい vxlan0 データリンクは、IP ネットワークをオーバーレイする仮想 L2 ネッ
トワークに接続されます。

4. EVS によって仮想スイッチに VXLAN ID として 200 が割り当てられたと仮定す
ると、tenant/hr 仮想スイッチに関連付けられた evs-vxlan200 という名前の
VXLAN データリンクが EVS によって自動的に作成されます。

5. EVS スイッチには 2 つの仮想ポート (vport0 および vport1) があり、これらは 2
つのゾーンによって使用される 2 つの VNIC に接続されます。VNIC はゾーン内
では net0 という名前のデータリンクとして表示され、大域ゾーンからは zone-
A/net0 および zone-B/net0 として表示されます。

これらの機能をデプロイする方法の一例については、第2章「ネットワーク構成シナリ
オ」を参照してください。

Oracle Solaris でのネットワークリソースの管理用機能

Oracle Solaris のネットワークリソース管理機能は、ネットワークリソースの割り当て
方法に特に関係するデータリンクプロパティーの設定で構成されます。これらのプロ
パティーを設定することによって、特定のリソースのどれだけの量をネットワークプ
ロセスに使用できるかを判断します。たとえば、リンクを、ネットワークプロセスの
ために排他的に予約された特定の数の CPU に関連付けることができます。または、リ
ンクに、特定のタイプのネットワークトラフィックを処理するための特定の帯域幅を
割り当てることができます。

リソースを割り当てるための手順は、仮想ネットワークと従来の (物理) ネットワーク
の両方に適用されます。たとえば、ネットワークリソースに関連したプロパティーを
設定するには、dladm set-linkprop コマンドを使用します。この同じ構文が、物理
データリンクと仮想データリンクの両方に対して使用されます。

ネットワークリソースの管理は、トラフィックのための専用のレーンを作成すること
に相当します。特定のタイプのネットワークパケットの要求にこたえるためにさま
ざまなリソースを結合すると、これらのリソースによって、それらのネットワークパ
ケットのための専用ネットワークレーンが形成されます。
次のことを行うには、ネットワークリソース管理機能を使用します。

■ ネットワークのプロビジョニング

第 1 章 Oracle Solaris ネットワーク管理のサマリー 25



Oracle Solaris でのネットワークセキュリティーの管理用機能

■ サービスレベル契約の確立
■ クライアントへの請求
■ セキュリティーに関する問題の診断

フローを使用してネットワークリソースを管理することもできます。フローとは、パ
ケットを処理するためにリソースが使用される方法を詳細に制御する、カスタマイズ
されたパケットの分類方法です。ネットワークパケットは、属性に従って分類できま
す。属性を共有するパケットによってフローが構成され、これらのパケットには特定
のフロー名が付けられます。次に、特定のリソースをフローに割り当てることができ
ます。
ネットワークリソースを割り当てる際に使用するコマンドは、操作対象がデータリン
クかフローかによって異なります。

■ データリンクの場合、プロパティーを設定するのがリンク作成中かそれ以降である
かに応じて、dladm コマンドに適切なサブコマンドを付けて使用します。

■ フローの場合、flowadm コマンドに適切なサブコマンドを付けて使用します。フ
ロー上のリソースの管理は、データリンク上のリソースを管理するための方法に対
応しています。
flowadm add-flow コマンドを使用すると、単一属性または属性の組み合わせに基
づいてデータリンク上のフローを構成できます。属性の組み合わせに基づいてフ
ローを構成することで、別のポート、トランスポートプロトコル、および IP アド
レスから受け取るネットワークパケットを選択的に整理できます。
フローを特徴づける一連の定義された属性によって、システムのフロー制御ポリ
シーが構成されます。

完全な手順については、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワーク
リソースの管理』 の 第 7 章, 「ネットワークリソースの管理」および dladm(1M) と
flowadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

Oracle Solaris でのネットワークセキュリティーの管理用機能
Oracle Solaris にはネットワークのセキュリティーを保護するためのいくつかのセキュ
リティー機能が用意されています。次の表で、いくつかの主要なネットワークセキュ
リティー機能について簡単に説明します。

表 3 Oracle Solaris のネットワークセキュリティー機能

ネットワークのセキュリティー保護に
使用する機能および方式

説明 参照先

リンク保護 ネットワーク保護メカニズム
は、IP、DHCP、および MAC
のスプーフィングなどのネット
ワークへの基本的な脅威や、L2
フレームスプーフィングおよび

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 1 章, 「仮想化環境でのリン
ク保護の使用」
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ネットワークのセキュリティー保護に
使用する機能および方式

説明 参照先

BPDU (Bridge Protocol Data Unit)
攻撃に対する保護を提供しま
す。

ネットワークパラメータの
チューニング

ネットワークパラメータを
チューニングすることで、ネッ
トワークをセキュアな状態に保
ち、さまざまなタイプのサービ
ス拒否 (DoS) 攻撃などの悪質な攻
撃を防ぐことができます。

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 2 章, 「ネットワークの
チューニング」

Web サーバー通信用の SSL
(Secure Sockets Layer) プロトコル

SSL プロトコルは、Oracle Solaris
システム上の Web サーバー通信
を暗号化して高速化します。SSL
を使えば、2 つのアプリケーショ
ンの間で、機密性、メッセージ
の完全性、およびエンドポイン
ト認証を実現できます。

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 3 章, 「Web サーバーと
Secure Sockets Layer プロトコル」

OpenBSD パケットフィルタ (PF) PF は、インバウンドパケットを
取り込み、システムへの入力お
よびシステムからの出力のため
に評価する、ネットワークファ
イアウォールです。PF には、ス
テートフルパケット検査が用意
されています。PF は、IP アドレ
スやポート番号だけでなく、受
信しているネットワークインタ
フェースごとにパケットを一致
させることができます。

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 4 章, 「Oracle Solaris での
OpenBSD パケットフィルタファ
イアウォール」

Oracle Solaris の IP フィルタ機能 パケットのフィルタリングは、
ネットワーク上での攻撃に対す
る基本的な保護を提供します。
Oracle Solaris の IP フィルタ機
能は、ステートフルパケット
フィルタリングとネットワーク
アドレス変換 (NAT) を提供する
ファイアウォールです。IP フィ
ルタには、ステートレスパケッ
トフィルタリングと、アドレス
プールの作成および管理を行う
機能もあります。

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 6 章, 「Oracle Solaris での IP
フィルタファイアウォール」

IP セキュリティーアーキテク
チャー (IPsec)

IPsec は、IPv4 および IPv6 ネッ
トワークパケットで IP データグ
ラムを暗号化して保護します。
IPsec には、パケットの認証ま
たは暗号化によって IP パッケー
ジの保護を提供する複数のコン
ポーネントが含まれています。

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 9 章, 「IPsec の構成」

インターネット鍵交換 (IKE) IKE 機能は、IPsec の鍵管理を自
動化します。IKE を使用すれば、
セキュアなチャネルを大量のト
ラフィックに割り当てるために
容易にスケーリングできます。

『Oracle Solaris 11.3 でのネット
ワークのセキュリティー保護』
の 第 11 章, 「IKEv2 の構成」
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 2 ♦  ♦  ♦        第    2    章 

ネットワーク構成シナリオ

この章には、1 つの基本的なネットワーク構成シナリオと 3 つのネットワーク仮想化
シナリオが含まれています。基本的なネットワーク構成シナリオでは、Oracle Solaris
システムをネットワーク上で構成するために不可欠なタスクについて説明します。
ネットワーク仮想化シナリオでは、クラウド環境で高可用性、最適なパフォーマン
ス、リソース管理、およびワークロードのデプロイを実現するために、複数のネット
ワーク仮想化機能を組み合わせたネットワーク計画について説明します。

ネットワーク管理の概要については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポー
ネントの構成と管理』 の 第 1 章, 「Oracle Solaris でのネットワーク管理について」を
参照してください。

ネットワーク仮想化機能の管理の詳細については、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネッ
トワークとネットワークリソースの管理』を参照してください。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 29 ページの「基本的なネットワーク構成シナリオ」
■ 33 ページの「高可用性のためのアグリゲーションと VNIC の組み合わせ」
■ 35 ページの「EVS 仮想テナントネットワークの設定」
■ 41 ページの「ネットワーク仮想化と Oracle VM Server for SPARC の組み合わせ

によるクラウド環境の作成」

基本的なネットワーク構成シナリオ
Oracle Solaris システムの基本的なネットワーク構成を実行するには、最初にシステム
でデータリンクをカスタマイズする必要があります。次に、IP インタフェースおよび
IP アドレスを構成し、システムの永続デフォルトルートを追加します。さらに、ネー
ムサービスやディレクトリサービスなどのシステム全体のネットワークサービスを構
成します。次の例は、ネットワーク構成の固定モードを使用していることを前提とし
ています。例1「アクティブなネットワークモードを検証する」を参照してください。

特定のネットワークのニーズによっては、ネットワークを構成するために次の各タ
スクを実行しなくてもよい場合もあります。あるいは、このシナリオに記載されて
いない追加のタスクを実行しなければならないこともあります。一般的に使用され
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るネットワーク管理コマンドへのクイックリファレンスについては、『Oracle Solaris
11.3 ネットワーク管理チートシート』を参照してください。
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 30 ページの「データリンク、IP インタフェース、および IP アドレスの構成」
■ 32 ページの「SMF によるネームサービスの構成」
■ 33 ページの「システムのホスト名の設定」

データリンク、IP インタフェース、および IP アドレ
スの構成

次の構成タスクについて説明します。

■ 現在のネットワーク構成モードを検証する。
■ システム上のネットワークインタフェース名が物理インタフェースにマップする方

法を判別する。
■ 静的 IP インタフェースおよびアドレスを構成します。
■ 永続デフォルトルートを追加する。

例   1 アクティブなネットワークモードを検証する

Oracle Solaris のインストール後、次のようにして、使用する構成モードを確認します

# netadm list
TYPE        PROFILE        STATE
ncp         Automatic      disabled
ncp         DefaultFixed   online
loc         Automatic      offline
loc         NoNet          offline
loc         DefaultFixed   online

上記の出力は、システムが固定モードを使用していることを示し、すなわ
ち、dladm、ipadm、および route コマンドを使用してネットワーク構成を管理するこ
とを意味します。

システムで生成される Automatic プロファイルがオンラインの場合、次のようにして
DefaultFixed プロファイルを有効にします。

# netadm enable -p ncp DefaultFixed

例   2 ネットワークインタフェース名が物理インタフェースにマップする方法を判別
する

システムの IP インタフェースおよび静的 IP アドレスを構成する前に、システム上の
ネットワークインタフェース名が物理インタフェースにマッピングされる方法を判
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別します。この情報を取得するには、複数の物理ネットワークを備えたシステムで
dladm コマンドを使用します。

# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE
net0              Ethernet             up         1000   full      e1000g0
net1              Ethernet             unknown    0      unknown   pcn0

例   3 静的 IP アドレスを構成する

最初に IP インタフェースを作成し、次にインタフェース用の IP アドレスを構成しま
す。複数の IP アドレスを単一の IP インタフェースに関連付けることができます。次
の例では、ronj は例示目的でのみ使用されます。

# ipadm create-ip net0
# ipadm show-if
IFNAME     CLASS      STATE      ACTIVE      OVER
lo0        loopback   ok         yes         ---
net0       ip         down       no          ---
# ipadm create-addr -T static -a 10.163.198.20/24 net0/ronj
# ipadm show-if
IFNAME      CLASS     STATE      ACTIVE      OVER
lo0         loopback  ok         yes         ---
net0        ip        ok         yes         ---
# ipadm show-addr
ADDROBJ     TYPE      STATIC     ADDR
lo0/v4      static    ok         127.0.0.1/8
net0/ronj   static    ok         10.163.198.20/24
lo0/v6      static    ok         ::1/128

サイトで IPv6 アドレスを実装する場合、addrconf 引数に -T オプションを付けて使用
して、自動的に生成される IPv6 アドレスを指定します。

# ipadm create-ip net0
# ipadm create-addr -T addrconf net0/addr

DHCP サーバーから IP アドレスを取得する必要がある場合、次のコマンドを入力しま
す。

# ipadm create-ip net0
# ipadm create-addr -T dhcp net0/addr

例   4 永続デフォルトルートを追加する

IP インタフェースおよび IP アドレスを構成したあと、次のようにして永続デフォル
トルートを追加します。

# route -p add default 10.163.198.1
add net default: gateway 10.163.198.1
add persistent net default: gateway 10.163.198.1

詳細な手順については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークコンポーネントの構成
と管理』 の 「永続的 (静的) ルートの作成」を参照してください。
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SMF によるネームサービスの構成

SMF リポジトリは Oracle Solaris 11 のすべてのネームサービス構成のプライマリリ
ポジトリであるため、ネームサービスを構成するための構成ファイルを変更する以
前の方法は機能しなくなりました。これらのいずれかのサービス (svc:/system/
name-service/switch、svc:/network/dns/client、または svc:/system/name-
service/cache など) に変更を加えた場合、変更を有効にするにはサービスを有効に
してリフレッシュする必要があります。

注記 - ネットワーク構成が存在しない場合、ネームサービスは nis files ではなく
files only 動作にデフォルト設定されます。また、svc:/system/name-service/
cache SMF サービスを常時有効にする必要があることにも注意してください。

次の構成タスクについて説明します。

■ DNS を構成する。
■ 複数の DNS オプションを設定する。
■ 複数の NIS サーバーを設定する。

例   5 SMF を使用した DNS の構成

次の例は、SMF コマンドを使用してドメイン名サービス (DNS) を構成する方法を示し
ています。システム上の DNS 構成により、ホスト名から IP アドレスを参照したり、
IP アドレスからホスト名を参照したりすることが可能になります。この例に示すよう
に、DNS プロパティーをコマンド行から設定したり、同じプロパティーを対話的に
設定したりすることができます。例については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワー
クコンポーネントの構成と管理』 の 「DNS クライアントの構成」を参照してくださ
い。各種プロパティーを設定したあと、変更内容が有効になるようにするために SMF
サービスを有効にしてリフレッシュする必要があります。

# svccfg -s dns/client setprop config/nameserver=net_address: 192.168.1.1
# svccfg -s dns/client setprop config/domain = astring: "examplehost.org"
# svccfg -s name-service/switch setprop config/host = astring: "files dns"
# svcadm refresh name-service/switch
# svcadm refresh dns/client

例   6 SMF を使用した複数の DNS オプションの構成

実行することが必要な場合があるネットワーク構成タスクの 1 つは、システムの DNS
オプションの設定です。次の例は、複数の /etc/resolv.conf オプションを同時に設
定する方法を示しています。

# svccg
svc:> select /network/dns/client
svc:/network/dns/client> setprop config/options = "ndots:2 retrans:3 retry:1"
svc:/network/dns/client> listprop config/options
config/options astring     ndots:2 retrans:3 retry:1
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# svcadm refresh dns/client
# grep options /etc/resolv.conf
options ndots:2 retrans:3 retry:1

例   7 SMF を使用した複数の NIS サーバーの構成

次の例は、複数の NIS サーバーを同時に設定する方法を示しています。
# svccfg -s nis/domain setprop config/ypservers = host: (1.2.3.4 5.6.7.8) (1.2.3.4 と 5.6.7.8 の間にス
ペースがあることに注意してください)

システムのホスト名の設定

注記 - プライマリインタフェースの TCP/IP ホスト名は、hostname コマンドで設定す
るシステムホスト名とは別個のエンティティーです。Oracle Solaris で必須ではありま
せんが、通常はこれらに同じ名前が使用されます。一部のネットワークアプリケー
ションは、この規則に依存します。

次のようにして、システムの永続的なホスト名を設定します。
# hostname name-of-host

当初は、hostname 値は config/nodename に保管されますが、DHCP を使用してシ
ステムが構成されるとこの値はオーバーライドされ、DHCP によって hostname 値
が指定されます。hostname コマンドが使用された場合、hostname の値が config/
nodename ファイルに指定されます。hostname コマンドを使用してシステムの識別情
報を設定した場合、hostname コマンドに -D オプションを付けて実行するまで、この
設定をオーバーライドできません。hostname コマンドを使用すると、対応する SMF
プロパティーおよび関連する SMF サービスも自動的に更新されます。hostname(1) の
マニュアルページを参照してください。

高可用性のためのアグリゲーションと VNIC の組み合わせ
次のシナリオでは、高可用性のためにデータリンクマルチパス (DLMP) アグリゲー
ションと VNIC を組み合わせる方法について説明します。図2に、このタイプの構成を
図示します。

次の例で DLMP アグリゲーションを作成および構成する際に使用されているシステム
には、次の出力で示すような 10G ビット Ethernet NIC のセットが備わっています。
# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE
net0              Ethernet             up         1000   full      e1000g0
net1              Ethernet             up         1000   full      e1000g1
net2              Ethernet             up         1000   full      e1000g2
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例   8 VNIC を使用した DLMP アグリゲーションの構成および仮想化

1. 最初に、次の例に示すように、net1 および net2 インタフェースのプローブを有
効にして、DLMP アグリゲーション (aggr0) を作成します。

# dladm create-aggr -l net1 -l net2 -m dlmp -p probe-ip=+ aggr0

probe-ip プロパティーを設定すると、ソースおよびターゲットのプローブ IP
アドレスを自動で選択する、プローブベースの障害検出が有効になります。詳
細については、『Oracle Solaris 11.3 でのネットワークデータリンクの管理』 の
「DLMP アグリゲーションのプローブベースの障害検出の構成」を参照してくだ
さい。
次に、アグリゲーションデータリンク用の IP インタフェースと IP アドレスを次の
ようにして作成します。

# ipadm create-ip aggr0

# ipadm create-addr -T dhcp aggr0

2. DLMP アグリゲーションを仮想化します。
アグリゲーションデータリンク上に VNIC を作成することによって、アグリゲー
ションを簡単に仮想化できます。たとえば、次のようにして aggr0 上に VNIC を
作成します。

# dladm create-vnic -l aggr0 vnic0

新たに作成された VNIC (vnic0) は、高可用性を保持しています。集約されたリン
ク (net1 または net2) のいずれかに障害が発生すると、その VNIC のトラフィッ
クは残りのリンクに自動的にフェールオーバーし、動作は VNIC に対して透過的
です。
次のいずれかのコマンドを使用して、アグリゲーションの情報を表示します。

# dladm show-aggr

LINK              MODE  POLICY   ADDRPOLICY           LACPACTIVITY LACPTIMER

aggr0             dlmp  --       --                   --           --

    

# dlstat show-aggr -x

LINK       PORT           SPEED  DUPLEX   STATE         ADDRESS            PORTSTATE

aggr0      --             1000Mb  full    up            0:14:4f:fa:ea:42   --

           net1           1000Mb  full    up            0:14:4f:fa:ea:42   attached

           net2           1000Mb  full    up            0:14:4f:f9:c:d     attached

例   9 アグリゲーションデータリンクをゾーンの anet リソースの下位リンクとして
指定する

あるいは、次の例で示すように、Oracle Solaris ゾーンの anet リソースの下位リン
クとしてアグリゲーションデータリンクを指定することによって、高可用性のた

34 Oracle Solaris 11.3 でのネットワーク管理の計画 • 2016 年 11 月

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWDLKgnbbk
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E62101-01&id=NWDLKgnbbk


EVS 仮想テナントネットワークの設定

めのアグリゲーションを仮想化できます。または、アグリゲーションデータリンク
を EVS ノードのアップリンクとして指定できます。このタイプの構成例について
は、35 ページの「EVS 仮想テナントネットワークの設定」を参照してください。

次の省略された例では、zonecfg 対話セッション中に、アグリゲーションデータリン
クをゾーンの anet リソースの下位リンクとして指定する方法を示します。

# zonecfg -z zone1
.
.
.
zonecfg:zone1> add anet
zonecfg:zone1:anet> set lower-link=aggr0
.
.
.
zonecfg:zone1:anet> end
zonecfg:zone1> commit

zonecfg コマンドを対話的に使用することについての詳細は、zonecfg(1M) のマニュ
アルページと『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』を参照してください。

EVS 仮想テナントネットワークの設定

仮想スイッチは、仮想マシン (VM) 間のトラフィックを外部回線に送信せずに物理マ
シン内でループさせることにより、VM 間の通信を促進するソフトウェアエンティ
ティーまたはハードウェアエンティティーです。

EVS により、1 つ以上のノード (物理マシン) にまたがる仮想スイッチを明示的に作
成でき、これによりネットワークが一層仮想化されます。作成する仮想スイッチは、
VLAN または VXLAN を使用して隔離を実装する、隔離された L2 セグメントを表し
ます。

EVS アーキテクチャーについての詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワー
クとネットワークリソースの管理』 の 「EVS のコンポーネント」を参照してくださ
い。

このシナリオの全体的な目的は、EVS 仮想テナントネットワークを設定およびデプ
ロイすることです。主な目的は、2 つの計算ノードを接続する Elastic Virtual Switch
(vswitch) を作成することで、2 つのノードが同じ L2 セグメントの一部となり相互に
通信できるようにすることです。
このシナリオの個々の目的は、次のとおりです。

■ anet VNIC を介してネットワークに接続される 2 つのゾーンを持つ、仮想テナン
トネットワークをデプロイします。

■ 2 つの計算ノードを持つプライベートクラウドインフラストラクチャー上に VNIC
をデプロイします。
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■ VLAN L2 インフラストラクチャーを使用して、プライベート仮想テナントネット
ワークをインスタンス化します。

注記 - VXLAN などのほかの L2 テクノロジーもサポートされます。詳細は、『Oracle
Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの管理』 の 「ユースケー
ス: テナント用のエラスティック仮想スイッチの構成」を参照してください。

次の図は、このシナリオで使用される Elastic Virtual Switch 構成の仮想コンポーネント
および物理コンポーネントを表します。

図   4 EVS スイッチの構成の仮想コンポーネント
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図   5 EVS スイッチの構成の物理コンポーネント

次の設定では、次の構成を持つ 4 つのネットワークノードが使用されます。

■ 2 つの計算ノード (CN1 および CN2)。
■ CN1 および CN2 上にそれぞれ構成される 2 つのゾーン (z1 および z2)。
■ 2 つのゾーン (z1 および z2) は、各ゾーン上で VNIC anet リソースを使用して構成

されます。
■ EVS コントローラとして機能する 1 つのノード。
■ EVS クライアントとして機能する 1 つのノード。

注記 - EVS コントローラと EVS クライアントは同じホストに配置できます。
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■ VLAN に使用するデータリンクを指定する 2 つのアップリンクポート (net2)。

EVS 仮想テナントネットワークの作成前の準備タス
クの実行

次に示す 1 回限りの設定タスクについて説明します。

■ 次の手順を実行して、EVS 仮想テナントネットワークのデプロイメントを計画し
ます。
■ 2 つの計算ノードを選択します。
■ コントローラとして機能するノードを指定します。
■ EVS クライアントとして機能するノードを指定します。

注記 - クライアントノードとコントローラノードは同じホストに配置できま
す。

■ テナントトラフィックに使用する VLAN ID 範囲を選択します。
■ 各計算ノードでテナントトラフィック用に使用するデータリンクを決定しま

す。
■ 基本の EVS パッケージ (pkg:/service/network/evs) を各ノードにインストール

します。
■ pkg:/system/management/rad/module/rad-evs-controller パッケージをコン

トローラノードにインストールします。
■ リモート管理デーモン (RAD) 呼び出しが使用可能になるように各ノードを構成し

ます。
■ 各ノードで、コントローラを指定するように EVS を構成します。
■ EVS クライアントノードから、コントローラプロパティーを構成します。
■ EVS クライアントノードから、コントローラ構成を確認します。

例   10 必須 EVS パッケージのインストール

EVS スイッチを設定する前に、必要なソフトウェアパッケージをインストールする必
要があります。これらのパッケージを各 EVS ノードに個別にインストールします。

次のようにして、基本の EVS パッケージ (pkg:/service/network/evs) を各ノード
(クライアント、コントローラ、および計算ノード) にインストールします。
# pkg install evs

次のようにして、EVS コントローラとして指定されたノードに pkg:/system/
management/rad/module/rad-evs-controller パッケージをインストールします。
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# pkg install rad-evs-controller

必須の EVS パッケージをインストールしたら、EVS コントローラの構成とプロパ
ティーの設定を行う前に、各ノード間の RAD 呼び出しが実行できるように、すべて
のノードを構成する必要があります。詳細な手順については、『Oracle Solaris 11.3 で
の仮想ネットワークとネットワークリソースの管理』 の 「EVS を使用するためのセ
キュリティー要件」を参照してください。

例   11 EVS コントローラの構成とプロパティーの設定

EVS コントローラは、Elastic Virtual Switch の作成および管理に関連付けられたリソー
スを提供します。物理ノードをまたいで L2 セグメントを実装するために必要な情報
を指定する、コントローラ用のプロパティーを設定します。『Oracle Solaris 11.3 での
仮想ネットワークとネットワークリソースの管理』 の 「EVS コントローラ」を参照
してください。

各計算ノードが EVS コントローラを指定するようにノードを構成します。このシナリ
オでは 2 つの計算ノードを使用するため、それぞれの計算ノードで次のコマンドを実
行する必要があります。

# evsadm set-prop -p controller=CONTROLLER

クライアントノードから、EVS コントローラプロパティーを構成します。

1. L2 トポロジを設定します。

# evsadm set-controlprop -p l2-type=vlan 

2. VLAN 範囲を設定します。

# evsadm set-controlprop -p vlan-range=200-300

3. VLAN に使用するアップリンクポート (データリンク) を指定します。

# evsadm set-controlprop -p uplink-port=net2

4. EVS クライアント上のコントローラ構成を確認します。

# evsadm show-controlprop -p l2-type,vlan-range,uplink-port

NAME              VALUE        DEFAULT      HOST

l2-type           vlan         vlan         --

vlan-range        200-300      --           --

uplink-port       net2         --           --

EVS 仮想テナントネットワーク (vswitch) の作成

次の例では、vswitch という名前の EVS 仮想テナントネットワークを設定および構成
する方法を示します。各タスクを実行する場所に特に注意してください。
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次の構成タスクについて説明します。

■ クライアントノードから、仮想スイッチを設定します。
■ 各計算ノードでゾーンを作成し、ゾーンを仮想スイッチに接続します。
■ クライアントノードから、EVS 構成を表示します。

EVS 機能の概要については、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワー
クリソースの管理』 の 第 5 章, 「エラスティック仮想スイッチについて」を参照して
ください。

例   12 EVS スイッチの設定

次の例では、EVS 仮想テナントネットワークを設定する方法を示します。このタスク
はクライアントノードから実行します。

まず、次のようにして、EVS スイッチ (この例では vswitch という名前) を作成しま
す。
# evsadm create-evs vswitch

EVS スイッチに IPnet 情報を追加し、構成を確認します。
# evsadm add-ipnet -p subnet=192.168.70.0/24 vswitch/ipnet
# evsadm show-ipnet

NAME             TENANT     SUBNET          DEFROUTER    AVAILRANGE
vswitch/ipnet    sys-global 192.168.70.0/24 192.168.70.1 192.168.70.2-192.168.70.254
  

EVS スイッチが正常に作成されたことを確認します。
# evsadm
NAME         TENANT       STATUS     VNIC      IP               HOST
vswitch      sys-global    --         --       vswitch_ipnet    --

仮想スイッチに関連付けられている VLAN ID を確認します。
# evsadm show-evs -L
EVS       TENANT      VID      VNI
vswitch   sys-global  200      --

例   13 ゾーンを作成して EVS スイッチに接続する

次の例では、各テナントにゾーンを作成し、ゾーンを仮想スイッチに接続する方法に
ついて説明します。

各テナントで、次のようにして anet VNIC リソースを使用してゾーンを構成します。
# zonecfg -z z1
zonecfg:z1> create
.
.
.
zonecfg:z1> add anet
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zonecfg:z1:anet> set evs=vswitch
zonecfg:z1:anet> end
zonecfg:z1> commit
zonecfg:z1> exit

詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネットワークリソースの管理』
の 「エラスティック仮想スイッチの VNIC anet リソースの作成」を参照してくださ
い。

EVS スイッチに関連する anet リソースプロパティーの設定については、『Oracle
Solaris ゾーン構成リソース』 の 「リソースタイプとプロパティー」を参照してくだ
さい。

ゾーンをブートします。
# zoneadm -z z1 boot

VNIC が作成され、仮想スイッチに接続されていることを確認します。
# dladm show-vnic -c
LINK         TENANT        EVS       VPORT        OVER    MACADDRESS        VIDS
z1/net0      sys-global    vswitch   sys-vport0   net2    2:8:20:1a:c1:e4   200

ゾーン内から、IP アドレスが割り当てられていることを確認します。
# zlogin z1 ipadm
NAME      CLASS/TYPE   STATE      UNDER    ADDR
lo0       loopback     ok         --       --
lo0/v4    static       ok         --       127.0.0.1/8
lo0/v6    static       ok         --       ::1/128
net0      ip           ok         --       --
net0/v4   inherited    ok         --       192.168.84.3/24

クライアントノードから、EVS 構成を表示します。
# evsadm
NAME     TENANT     STATUS     VNIC     IP     HOST
vswitch   sys-global -- --     vswitch_ipnet

EVS には、このシナリオで完全に説明されていない豊富な機能のセットが用意されて
います。追加のタスクおよび使用例については、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネット
ワークとネットワークリソースの管理』 の 第 6 章, 「エラスティック仮想スイッチの
管理」を参照してください。

ネットワーク仮想化と Oracle VM Server for SPARC の組み合
わせによるクラウド環境の作成

次のシナリオでは、ネットワーク仮想化機能と Oracle VM Server for SPARC を組み合
わせて、クラウド環境を並列化するマルチレベルの仮想ネットワークを作成します。
このデプロイメント方法は、Oracle SPARC T シリーズサーバーおよびサポートされて
いる M シリーズサーバーに高度な効率性とエンタープライズクラスの仮想化機能を提
供します。
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このシナリオでは、Oracle Solaris 11.2 がサポートされている Oracle VM Server for
SPARC バージョンを実行していることが前提となっています。Oracle VM Server for
SPARC の詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-
sparc-194287.html にあるドキュメントライブラリを参照してください。

このシナリオの高いレベルでの目的は、SPARC ベースのシステムを、各ドメインがク
ラウド環境内のノードに対応する複数の Oracle Solaris VM Server ゲストドメインに分
割することです。これらの Oracle VM Server for SPARC ゲストドメイン内では、ゾー
ンとしてテナントごとのワークロードをデプロイできます。

この方法でネットワーク仮想化機能を構成すると、単一の SPARC ベースのシステム
内にクラウド全体を構築できます。また、このタイプの構成を使用すると、SPARC
ベースのシステムを、システムがその環境内のノードのセットとして表示されるより
大きなクラウド環境に統合できます。
ネットワーク仮想化機能と Oracle VM Server for SPARC を組み合わせると、次のよう
に従来のクラウドが並列化されます。

■ 計算ノードは、Oracle VM Server for SPARC ゲストドメインとして実装されていま
す。

■ 計算ノードは、サービスドメインで実行されている Oracle VM Server for SPARC お
よび Oracle Solaris 11 で提供される仮想ネットワークインフラストラクチャーを介
して、相互に通信します。

■ 各ゲストドメイン内にある vnet ドライバインスタンスは、物理計算ノード内の物
理 NIC に対応します。

このタイプの構成の利点は次のとおりです。

■ システムで実行されているその他のワークロードに影響を与えることなく個別に
アップグレードできる、より小さなドメインを実行できるようになるため、より高
い柔軟性が実現されます。

■ SPARC の信頼性、可用性、および保守性 (RAS) 機能を利用できます。
■ 物理インフラストラクチャーに依存する代わりに、より高速な仮想ネットワークを

使用してノード間の通信を行います。

クラウド環境を作成およびデプロイする目的

このシナリオでのデプロイメントの目的は、次のとおりです。

■ Oracle VM Server for SPARC サービスドメイン上に仮想ネットワークを構成しま
す。

■ 各ゲスト内に構成されている複数のゾーン用のコンテナとして使用される 2 つの
Oracle VM Server for SPARC ゲストドメインを構成します。

■ 各ゲストドメインを、さまざまなワークロードを実行するクラウド内の特定の計算
ノードに対応させます。
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■ ゲストドメイン内で実行しているゾーンに接続する際に使用される EVS (Elastic
Virtual Switch) を構成します。

■ ゲストドメインをさまざまなワークロードを実行する複数のゾーンに分割します。

次の図は、この構成を使用して作成されるネットワーク仮想化の 2 つの個別のレベル
を示しています。

図   6 ネットワーク仮想化機能と Oracle VM Server for SPARC の組み合わせ

1 番目のレベルでは、Oracle VM Server for SPARC でサポートされているネットワーク
仮想化機能を構成します。ネットワーク仮想化のこの部分では、Oracle VM Server for
SPARC の構成とサービスドメインで実行されている Oracle Solaris 11 OS を組み合わせ
ます。vnet の構成は、仮想化のこの 1 番目のレベルで実行されます。構成はゲストド
メインからの IP 接続にのみ依存しているため、2 番目のネットワーク仮想化レベルで
の構成が機能するために、Oracle VM Server for SPARC からの追加サポートは必要あり
ません。

2 番目のレベルでは、ゲストドメイン間に EVS (Elastic Virtual Switch) を作成する際に
EVS が使用されます。EVS は、アップリンクとして vnet インタフェースを使用する
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ように構成されています。VXLAN データリンクは、各ゲストドメインから EVS に
よって自動的に作成され、その後、個々の EVS (Elastic Virtual Switch) のトラフィック
をカプセル化する際に使用されます。
この図は、次の構成を表しています。

■ サービスドメインに直接割り当てられている 2 つの物理 NIC (nxge0 と ixgbe0)。
サービスドメインでは、物理 NIC はデータリンク net0 および net1 で表されま
す。

■ 物理 NIC に障害が発生したときに高可用性を実現するために、サービスドメイン
内の net0 および net1 は DLMP アグリゲーション (aggr0) にグループ化されてい
ます。

■ その後、アグリゲーション aggr0 は、vsw0 という名前のサービスドメイン内の
Oracle VM Server for SPARC 仮想スイッチに接続されます。
2 つの VNIC (ldoms-vsw.vport0 と ldoms-vsw.vport1) は、vsw0 によって自動的
に作成されます。各 VNIC は、ゲストドメイン内の Oracle VM for SPARC vnet イ
ンスタンスに対応します。

■ LDC (Logical Domain Channel) を使用すると、vsw0 および vnet インスタンスはハ
イパーバイザを介して相互に通信します。

■ 各ゲストは、vnet0 ドライバのインスタンスを使用します。これは、その他のゲス
トドメインおよび物理ネットワークと通信するために、データリンク (net0) とし
てゲストドメイン内に表示されます。

■ 各ゲストドメインでは、vnet データリンク (net0) に IP インタフェース net0/v4
が構成されています。

■ 各ゲストドメインは、3 つの EVS スイッチ (vswitch_a、vswitch_b、および
vswitch_c) を持つ EVS 計算ノードです。これらのスイッチは、EVS コントローラ
(この図には表示されていません) から構成されます。

■ EVS は、ベースとなるプロトコルとして VXLAN を使用するように構成されてい
ます。EVS (Elastic Virtual Switch) を使用するゲストドメインごとに、EVS によって
自動的に VXLAN データリンクが構成されます。これらの VXLAN データリンクに
は、evs-vxlanid という名前が付けられます。ここで、id は仮想スイッチに割り当
てられている VXLAN ID です。

■ ゲストドメインでは、Oracle Solaris ゾーンがテナントのワークロードを実行するよ
うに構成されています。各ゾーンは VNIC および仮想ポート (この図には表示され
ていません) を介して、EVS スイッチのいずれかに接続されます。

■ Zone-B1 と Zone-B2 は同じユーザーに属し、2 つの異なるゲストドメイン上で実
行されています。EVS スイッチ vswitch_b は、両方のゲストドメイン上でインス
タンス化されています。2 つのゾーンへの接続は、vswitch_b で表され、その他の
仮想スイッチから分離されている単一の Ethernet セグメントに各ゾーンが接続され
ているように表示されます。

■ さまざまな EVS (Elastic Virtual Switch) で必要となる VXLAN データリンクは、EVS
によって自動的に作成されます。たとえば、vswitch_b の場合、各ゲストドメイ
ン上に evs-vxlan201 という名前の VXLAN データリンクが EVS によって自動的
に作成されました。
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Oracle VM Server for SPARC サービスおよびゲスト
ドメインでの仮想ネットワークの構成
次の構成タスクを実行します。

■ サービスドメインで、DLMP アグリゲーションを作成および構成します。
■ サービスドメインで、Oracle VM Server for SPARC 仮想スイッチを構成します。
■ サービスドメインで、ゲストドメインで使用する Oracle VM Server for SPARC 仮想

ネットワークデバイスを構成します。
■ 各ゲストドメインで、各 vnet の IP アドレスを構成します。

次の例では、制御ドメインおよびサービスドメインを持つ Oracle VM Server for SPARC
(以前は Sun Logical Domains または LDoms と呼ばれていました) インフラストラク
チャーがすでに構成されていて、クラウドノードとして使用される 2 つのゲストドメ
インが作成されていることが前提となっています。

Oracle VM Server for SPARC インフラストラクチャーを設定する手順について
は、http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/overview/index.
html にあるホワイトペーパーを参照してください。

注記 - このシナリオを説明する例は、各タスクを個別に実行する順に表示されていま
す。

例   14 DLMP アグリゲーションの作成および構成

次の例では、このシナリオの最初の構成タスクについて説明します。このタスクで
は、Oracle VM Server for SPARC サービスドメイン上に DLMP アグリゲーションを作
成します。この例では、net1 および net2 インタフェースのプローブを有効にして、
DLMP アグリゲーションを (aggr0) 作成します。
servicedomain# dladm create-aggr -l net1 -l net2 -m dlmp -p probe-ip=+ aggr0

追加情報については、例8「VNIC を使用した DLMP アグリゲーションの構成および仮
想化」を参照してください。

例   15 Oracle VM Server for SPARC 仮想スイッチの作成

Oracle VM Server for SPARC の仮想ネットワークで使用される 1 つ目の基本コンポーネ
ントは、仮想スイッチ (vsw) です。仮想スイッチは、I/O ドメインまたはサービスドメ
イン内で実行され、LDC (Logical Domain Channel) 上で Ethernet パケットを切り替え、
さらに Oracle Solaris 11 の組み込み仮想スイッチを使用しているという点で Ethernet ス
イッチと似ています。

次の例は、構成の DLMP リンク部分で仮想スイッチを作成する方法を示しています。
このタスクはサービスドメインで実行します。

第 2 章 ネットワーク構成シナリオ 45

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/overview/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/overview/index.html


ネットワーク仮想化と Oracle VM Server for SPARC の組み合わせによるクラウド環境の作成

servicedomain# ldm add-vsw net-dev=aggr0 primary-vsw0 primary

例   16 Oracle VM Server for SPARC ゲストドメイン用の仮想ネットワークデバイスの
作成

Oracle VM Server for SPARC の仮想ネットワークで使用される 2 つ目の基本コンポーネ
ントは、仮想ネットワークデバイス (vnet) です。仮想ネットワークデバイスは、ゲス
トドメインに plumb されています。

次の例では、このシナリオの次の構成タスクを示します。このタスクでは、ゲストド
メインごとに仮想ネットワークデバイスを作成します。このタスクもサービスドメイ
ンで実行します。

servicedomain# ldm add-vnet

ゲストドメインごとに、1 つの仮想ネットワークデバイスを作成します。作成するす
べてのデバイスで、対応するゲストドメインに vnet インスタンスも作成されます。

続いて、次のようにして各ゲストドメインに各 vnet の IP アドレスを構成します。

guestdomain1# ipadm create-ip net0
guestdomain# ipadm create-addr -t -a 192.168.70.1 net0
  

guestdomain2# ipadm create-ip net0
guestdomain# ipadm create-addr -t -a 192.168.70.2 net0
  

Oracle VM Server for SPARC 用の仮想スイッチの構成および仮想ネットワークデバイ
スの作成の詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-
sparc-194287.html にある関連ドキュメントを参照してください。

クラウドワークロードをデプロイする EVS スイッチ
の作成

タスクの次のグループには、クラウドワークロードをデプロイする際に使用される
EVS スイッチの作成が含まれます。一部の構成タスクは、Oracle VM Server for SPARC
サービスドメインで実行されますが、その他のタスクはゲストドメインで実行されま
す。
次の EVS 設定が使用されます。

■ 2 つのゲストドメインに対応する 2 つの計算ノード。各ゲストドメインには、vnet
データリンク用の net0 インタフェースが備わっています。これらのインタフェー
スは、その後、EVS (Elastic Virtual Switch) で uplink-ports として使用されます。

■ EVS コントローラとして機能する 1 つのノード。
■ EVS クライアントとして機能する 1 つのノード。
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注記 - EVS コントローラと EVS クライアントは同じホストに配置できます。

■ 4 つのゾーンのセット (1 番目のゲストドメイン上に構成されている Zone-A1 と
Zone-B1、2 番目のゲストドメイン上に構成されている Zone-B2 と Zone-C2)。

■ 4 つのゾーンは、各ゾーン上の VNIC (anet) リソースが構成され、その後、EVS ス
イッチに接続されます。

クラウドワークロードをデプロイするように EVS 仮想スイッチを
構成する方法

始める前に 必要な計画および前提条件タスクをすべて実行します。これらのタスクには、EVS
パッケージのインストールおよび適切な承認の構成が含まれます。

計画の手順については、38 ページの「EVS 仮想テナントネットワークの作成前の
準備タスクの実行」を参照してください。

セキュリティーの要件については、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワークとネッ
トワークリソースの管理』 の 「EVS を使用するためのセキュリティー要件」を参照
してください。

1. EVS コントローラを指定するように各計算ノードを構成します。
# evsadm set-prop -p controller=CONTROLLER

EVS コントローラは、vnet インタフェースを介して Oracle VM Server for SPARC ゲス
トドメインに到達できる場合にかぎり、任意のノード上にデプロイできます。
たとえば、次のいずれかの方法で EVS コントローラを配備できます。

■ サービスドメインの大域ゾーンで
■ サービスドメインの非大域ゾーンで
■ 独自のゲストドメインで
■ 個別の物理マシンで

EVS コントローラの構成についての詳細は、『Oracle Solaris 11.3 での仮想ネットワー
クとネットワークリソースの管理』 の 「EVS コントローラの構成」を参照してくだ
さい。

2. コントローラで、計算ノードに必要な EVS プロパティーを構成します。

a.   L2 トポロジを設定します。
# evsadm set-controlprop -p l2-type=vxlan 

b.   VXLAN 範囲と IP アドレスを設定します。
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# evsadm set-controlprop -p vxlan-range=200-300
# evsadm set-controlprop -p vxlan-addr=192.168.70.0/24

EVS スイッチを設定する前に、計画フェーズ中に VXLAN 範囲を決定します。
EVS コントローラプロパティーの構成の詳細については、例11「EVS コントロー
ラの構成とプロパティーの設定」を参照してください。

c.   VXLAN で使用されるアップリンクポート (データリンク) を指定します。
# evsadm set-controlprop -p uplink-port=net0

d.   構成を確認します。
# evsadm show-controlprop -p l2-type,vxlan-range,vxlan-addr
NAME                VALUE               DEFAULT             HOST
l2-type             vxlan               vxlan               --
vxlan-range         200-300             --                  --
vxlan-addr          192.168.70.0/24     0.0.0.0             --
uplink-port         net0                --                  --

コントローラには、各ゲストドメインから到達可能な IP アドレスが割り当てられてい
る必要があります。この例では、その IP アドレスは 192.168.70.10 です。

3. EVS 仮想スイッチ (この例では vswitch_a という名前) を作成し、確認します。

a.   EVS スイッチを作成します。
# evsadm create-evs vswitch_a

この手順を繰り返して、構成で使用されるその他の 2 つの EVS スイッチ
(vswitch_b と vswitch_c) を作成します。

b.   EVS スイッチに IPnet 情報を追加し、構成を確認します。
# evsadm add-ipnet -p subnet=192.168.80.0/24 vswitch_a/ipnet
# evsadm show-ipnet

NAME             TENANT     SUBNET          DEFROUTER    AVAILRANGE
vswitch_a/ipnet  sys-global 192.168.80.0/24 192.168.80.1 192.168.80.2-192.168.80.254
  

構成で使用されるその他の 2 つの EVS スイッチ (vswitch_b と vswitch_c) に対
して、この手順を繰り返します。

c.   仮想スイッチが正常に作成されたことを確認します。
# evsadm
NAME         TENANT       STATUS     VNIC      IP               HOST
vswitch_a    sys-global    --         --      vswitch_a/ipnet    --

d.   仮想スイッチに関連付けられている VLAN ID を確認します。
# evsadm show-evs -L
EVS       TENANT        VID      VNI
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vswitch_a   sys-global  --       200
vswitch_b   sys-global  --       201
vswitch_c   sys-global  --       202

Oracle VM Server for SPARC ゲストドメインでの
Oracle Solaris ゾーンの作成

次の例は、クラウドワークロードをデプロイするために、Oracle VM Server for SPARC
ゲストドメイン内にゾーンを作成する方法を示しています。次のコマンドは、Oracle
VM Server for SPARC 仮想スイッチのベースとなるリンクとして VXLAN を使用する
anet を持つゲストドメインに、ゾーンを作成します。

# zonecfg -z B-1
zonecfg:B-1> create
.
.
.
zonecfg:B-1> add anet
zonecfg:B-1:anet> set evs=vswitch_b
zonecfg:B-1:anet> end
zonecfg:B-1> commit
zonecfg:B-1> exit

ゾーンの構成の詳細は、『Oracle Solaris ゾーンの作成と使用』を参照してください。
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